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2.12.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
今渕 貴志 
 
可視光カメラを用いた非接触型視線計測システムの開発 
 視線計測システムは，心理学実験や画像・映像の評価，肢体不自由者の意思伝達などで利用
されており，その多くは赤外線カメラを利用している．しかしながら，赤外線カメラを利用し
た場合，屋外のように，赤外線光量が多い場所では視線計測が困難となる．さらに，製作コス
トが高くなるため，視線計測システムが普及していない．そこで，本研究では，コンピュータ
に内蔵されている可視光カメラ（Web カメラ）を利用し，室内外において利用可能な低コスト
の非接触型視線計測システムの開発を試みた． 
佐藤 祐志 マーカーレス AR による模型組み立て作業支援システム 
 一般に模型を組み立てる場合，設計図を参照しながら，組み立てる作業を行う．そこで，設
計図が分かりやすいほど，作業効率が良くなり，組み立てミスも少なくすることができる.これ
まで設計図は，図面や写真などを利用して作成されてきたが，複雑な形状をした模型などを組
み立てる場合，紙媒体の設計図を参考にするだけでは困難である．本研究では，マーカーレス
AR（Augmented Reality: 拡張現実感）を用いて，設計図を立体化し，任意の方向からその細部
を確認できる模型組み立て作業の支援システムを開発した． 
八重樫 大貴 運転者の視線，頭部姿勢，車の走行情報を利用した安全運転支援システム 
 近年，車の安全運転支援システムの開発が盛んに行われている．その中で，運転者の視線方
向を分析し，脇見運転や疲労度などを検知するシステムは既に実験の段階にある 1)．しかしな
がら，そのようなシステムは大規模且つ複雑なため，現時点において実用化が困難である．今
後，運転者の行動と車の走行情報（ウィンカー，ブレーキ，車速などの情報）との関連付けも
必要だと考えられるため，更に当該システムを簡易化することが必須である．そこで，本研究
では，運転者の頭部姿勢，視線方向を車の走行情報と同時に収集し，それらのデータを分析す
るシステムを開発し，運転者に対して適当な運転支援を促すと同時にシステムの軽量化および
簡便化を試みた． 
堀江 友祐 ヘッドマウント型視線計測システムにおける頭部動き補償キャリブレーション 
 非接触型およびヘッドマウント型の視線計測システムは，心理実験や画像•映像評価，熟練者
と初心者の視線比較などにおいて多く利用されてきている．特に熟練者と初心者の視線比較や
運転中の視線方向の分析などでは，視線被計測者が自由に動くことがあるため，ヘッドマウン
ト型の視線計測システムの重要が高まってきている．これまで，ヘッドマウント型のシステム
について，EMR-9 と ITU Gaze Tracker とが主流であると知られている．しかしながら，当該シ
ステムにおける視線計測の精度を確保するために，キャリブレーション中に被験者の頭部を固
定する必要があり，その負担が大きい．そこで，本研究では，頭部動き補償キャリブレーショ
ンを提案し，キャリブレーション中に頭部を固定しなくても常に高精度の視線計測が行えるヘ
ッドマウント型視線計測システムの開発を試みる． 
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川原 徹也 L0 ノルム最小化による画像ディテール改善手法の開発 
 近年，高分解能のディジタルカメラの普及により，大容量のディジタル画像を扱う機会が増
えてきている．しかしながら，そのような画像においても，必ずしもディテールが適切に表現
されているとは限らない．特に高ダイナミックレンジで撮影された画像でなければ，その問題
が顕著である．先行研究では，画像の低周波成分（以後，ベース画像と呼ぶ）と高周波成分（デ
ィテール画像）を分離し，独立に画像のコントラストの調整やエッジの強調などの補正処理を
施すことで，画像ディテールの改善が行われてきた（Bae et al., 2006）．しかしながら，画
像周波数の分離に使用された Bilateral Filter 等によって，もとの画像の勾配が歪むという問
題が指摘されており，出力画像にもその影響を及ぼすことがある．本研究は，画像勾配の歪み
を最小限にするために，L0 ノルムの最小によるベース画像の作成を行い，画像ディテールの改
善を試みた． 
栗田 一輝 ASCII ART 映像における見やすさ向上のための提案 
 本研究では，ASCII ART 映像（文字で構成された低解像度映像）の文章としての読みやすさ
と，映像としての見やすさを向上することを目標とする．背景色が白の場合，白い部分では，
文字が白くなり，文字の読み取りが困難になる．本研究では，以上の問題を解決し，ASCIIART
映像の見やすさを向上するための最適な文字フォントと輝度補正法の提案を行った． 
猫平 翔大 表情分析のための顔ランドマークデータベースの構築 
 近年，コンピュータを利用した表情認識の研究が盛んに行われ，マルチメディアやマンマシ
ンインタフェース，ロボット工学等の分野において，機械による顔表情（facial emotion）の
自動判別が求められている．そのために，これまで多くの顔表情のデータベースが作成され，
その中で研究用途に自由に利用できるものもある．しかしながら，顔画像からの特徴量をもと
に，安定的に表情を推定することが困難である．特に，顔データベースにおいて，顔画像の撮
影角度の差異によって同一の表情が異なる表情として判別されることも多い．本研究では，多
角度から顔を撮影できるカメラシステムを作成し，表情および角度別に顔画像から顔の特徴点
（顔ランドマーク）データベース化の構築を試みた．ここで，顔ランドマークのみをデータベ
ースに記録することで，本データベースを一般公開する際に，顔画像の不正利用などによるプ
ライバシー侵害等の問題を回避するための措置である． 
菊池 輝 携帯情報端末のための視線インタフェースの開発 
 近年，障がい者の意思伝達ツールとして種々の視線インタフェースが開発されてきている．
しかしながら，それらのインタフェースのために，外部デバイスが必要であり，持ち運びが困
難になる．そこでタブレットやスマートフォンなどの携帯情報端末で視線追尾システムが実現
できれば，場所を選ばず意思伝達が可能である．また，iOS などのアプリとして開発すること
が可能になれば，文字入力だけでなく，多彩なコンテンツの開発にもつながる．本研究では，
従来の視線入力システムと 2つの提案システムから最適なシステムの検討と視線を用いたゲー
ムの評価という 2つの観点から，携帯情報端末による視線インタフェースの可能性を探った．
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蛇穴 祐稀 会話参加者の行動を自動記録する行動観察ソフトウェアの開発 
 対人コミュニケーションにおいて，言語的と非言語的コミュニケーションとの両立が重要な
役割を担っている．このようなコミュニケーションを定量的に分析するために，会話場面の行
動（表情，発話，頷き，顔向けなど）を時系列に観察する必要がある（以後，これをコーディ
ングと呼ぶ）．しかしながら，観察者によるコーディングは，直感的および主観的判断が働く
という課題が指摘されており，信頼の高いコーディング結果を得ることが困難である 1)．そこ
で，本研究では，全方位カメラを利用して，会話場面における会話参加者の行動を自動的にコ
ーディングするソフトウェアの開発を試みる． 
 
赤間 恵介 画像特徴マッチングによる物体追跡システムの提案 
 現在，画像マッチング方法は,様々な手法が存在する.テンプレートマッチング 1)は,画像領
域と同じパターンが画像全体の中に存在するかどうか調べる方法で,テンプレートを画像の中
で順番に移動させながら,テンプレートが重なる部分の画像の類似度を計算していく.そのた
め,拡大,縮小,回転した対象は検出が難しい.SIFT2)は局所特徴量の抽出手法であり,特徴点検
出と特徴量記述で構成される.特徴点検出は,画像から特徴点の候補とスケールを検出し,ロー
カライズによって,画像の相似変化に不変な特徴点を検出する.特徴量記述は,検出された特徴
点のそれぞれについて,オリエンテーション算出および特徴量記述によって,画像の回転変化に
不変な特徴量を生成する.そのため処理コストが高く,リアルタイム処理が困難である.そこで,
本研究では画像マッチング処理の高速化をはかった Speed-Up-Robust-Feature(以後,SURF)を用
いる. 
(b) 博士(前期)論文概要 
川畑 伸聡 動画視聴時の注視点を利用した視線推定の補正手法の提案 
 眼球の画像からその向きに基づいて注視点を推定する技術は，新しいインタラクションの手
法を確立する基盤として，近年研究が進んでいる．しかし，精密な推定には事前の明示的なキ
ャリブレーションを必要とする．先行研究ではキャリブレーションの作業自体を自動化するこ
とで省略し，視線推定の制約を緩和することを試みたが，これらの手法は事前に目画像や顔画
像のデータ群を取得することが必要であり，ユーザーの能動的な関与の削減という観点におい
ては未だ課題が残っている．本研究では，動画を視聴する人物を対象とした非明示的キャリブ
レーションを行う手法を提案する． 
本研究においては，あらかじめ動画中の注視が集中することが期待される座標を特徴点と定め，
キャリブレーションに利用する．特徴点が提示されるフレーム付近で計測された瞳孔の中心座
標と対応付けを複数回行い，誤差の少ない組み合わせを視線推定に採用する．提案手法により
推定される座標と実際に注視する座標を比較する実験の結果，平均で最小約 10 度，最大で 30
度以上の誤差が導出された． 
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大沼 峻介 小型携帯端末に適した区分的非線形画像縮小手法の開発 
 近年，携帯端末のような小さな画面に高解像度画像を効果的に表示する技術が必要とされて
いる．補間関数を利用すれば，画像を縮小して表示をすることができるが，必ずしも画像中の
重要な部分が見やすいとは限らない．そのような問題を解決するために，Avidan ら(2007)は画
像の勾配強度(エッジ強度)をもとに縦横につながるシームを抽出し，シームを構成する画素に
おける総エネルギーを計算することにより，画像の主要な部分を残したまま画像縮小を行うこ
とができるシームカービングを提案した．しかしながら，シームカービングにおいて，シーム
を適切に計算できなければ，縮小した画像に歪みが生じるという課題がある．本研究では，シ
ームの計算をより適切に行えるように，縮小対象の画像に対してノイズを付与した後，トータ
ルバリエーションを行う前処理を提案する．次に，前処理を施した画像に対してシームカービ
ングで縮小し，その画像を客観的・主観的評価で定量的に分析を行い，本研究の有効性を示す．
穴澤 裕太 時間と周波数領域で構成する音響コード符号化方式 
 本論文では，実生活における新たな情報伝達手段として，時間と周波数領域で構成する音響
コード符号化方式について論じる．音響信号による情報伝達手法は QR コードのような一般的な
普及は望めていないが，情報伝達の媒体として形を持たない音響信号を利用することで，これ
まで情報伝達が困難であった場面で有効に活用することができる．本論文の背景は，２次元画
像による情報伝達手法に不得意な場面が存在する所から始まった．そこで基本的な音響信号の
符号化・復号システムを構築し，実用性の観点から環境雑音に対する頑健性の向上と信号音の
快音化といったアプローチで検討を進めた．その結果，新たな音響信号による情報伝達の可能
性を示し，その有効性を失うことなく実生活での利用に耐えうることを実証した． 
 (c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 今渕貴志，菊池輝，プリマオキディッキ，伊藤久祥，非接触型視線追尾システムに向けた虹彩検出手法の検証，
情報処理学会第 76 回全国大会，2014．（学生奨励賞受賞） 
2) 蛇穴祐稀，プリマオキディッキ，伊藤久祥，会話参加者の行動を自動記録する行動観察ソフトウェアの開発，情
報処理学会第 76 回全国大会，2014．（学生奨励賞受賞） 
3) 堀江友祐，プリマオキディッキ，伊藤久祥，ヘッドマウント視線追尾装置における頭部動き補償キャリブレーシ
ョンの開発，情報処理学会第 76 回全国大会，2014．（学生奨励賞受賞） 
4) 川畑伸聡，伊藤久祥，動画の特徴点と視聴時の注視点を用いた視線推定のための非明示的な補正手法の提案，情
報処理学会第 76 回全国大会，2014． 
5) 大沼峻介，プリマオキディッキ，伊藤久祥，小型携帯端末に適した区分的非線形画像縮小手法の開発，情報処理
学会第 76 回全国大会，2014．（学生奨励賞受賞） 
6) 穴澤裕太，プリマオキディッキ，伊藤久祥，時間と周波数領域で構成する音響コード符号化方式，情報処理学会
第 76 回全国大会，2014． 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
